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Ａ．研究目的 

以前に我々は、本邦で初めて黄斑ジストロフィの患者数を推定する調査を行った。

今年度の研究目的は、黄斑ジストロフィの発症頻度に地域偏在が存在するかどうかを

調査することであった。  

 

Ｂ．研究方法 

日本全国を、北海道・東北地域、関東地方（山梨県を含む）、中部地方（東海、北陸、

信越地域を含む）、近畿地方（三重県を含む）、中国・四国地方、九州・沖縄地方の 6つ

の地域に分け、地域ごとの報告患者数を算出し、さらに人口 1万人当たりの患者数を推

計 し た 。 そ れ ぞ れ の 地 域 の 人 口 は 2019 年 の 総 務 省 統 計 局 の デ ー タ

( https://www.stat.go.jp/)をもとに北海道・東北地域は 1400万人、関東地方は 4280

万人、中部地方は 2060 万人、近畿地方は 2250 万人、中国・四国地方は 1130 万人、九

州・沖縄地方は 1440 万人とした。 

研究要旨：以前に我々は、本邦で初めて黄斑ジストロフィの患者数を推定する調査

を行った。本年度は、黄斑ジストロフィの発症頻度に地域偏在が存在するかどうかを

調査した。日本全国を、北海道・東北地域、関東地方（山梨県を含む）、中部地方（東

海、北陸、信越地域を含む）、近畿地方（三重県を含む）、中国・四国地方、九州・沖

縄地方の 6つの地域に分け、地域ごとの報告患者数を算出し、さらに人口 1万人当た

りの患者数を推計した。その結果、関東や関西など人口が密集している地域において

人口 1万人当たりの患者数が高く、過疎化が進み人口密度が少ない東北・北海道や九

州地方では低い傾向であった。人口 1万人当たりの患者数は最低の北海道・東北地域

と近畿地域で 2倍以内程度であった。この差の原因として、社会的な要因（病院への

アクセスのしやすさ）が関与していると考えられた。 
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（倫理面への配慮） 

 本研究は医療機関にアンケートを行うことによる患調査研究であるが、個人情報が

一部でも含まれることがないように十分に配慮した。 

 

Ｃ．研究結果 

関東や関西など人口が密集している地域において患者数が多く、人口当たりの患者

数もこの 2地域に加えて、中国・四国地方で多かった。一方、過疎化が進み人口密度

が少ない東北・北海道や九州地方では人口当たりの受診者数が少ない傾向であった。

ただし、人口当たりの患者数は最低の北海道・東北地域と近畿地域で 2倍以内であっ

た。  

 

Ｄ．考察 

日本はほぼ単一民族の国であり小さい国土で地域間での移動も多い。そのため遺伝

性網膜疾患の発症頻度の地域差はあまりないと考えられた。今回、地域間での患者数

のばらつきは社会的な要因が大きいと考えた。現在、日本では地方と都市での医療の

格差が問題になっており、地方では医師不足で病院の数が少なく、多くの患者が遠方

の病院に通院しなくてはいけない。北海道・東北地域や九州地域で人口当たりの患者

数が少ないのは、専門病院や大学病院への通院が難しいため通院患者が減っている可

能性が考えられる。今回、全国調査の正確性を評価する目的で、地域の偏在がどのく

らいあるのかを検討したが、地方と都会で 2 倍程度の差があることはデータを解釈す

る上で考慮する必要があると考えられた。 

  

Ｅ．結論 

今回の研究により、黄斑ジストロフィの人口 1万人当たりの患者数に地方と都会で

2倍以内程度の差があることがわかった。そのばらつきの原因として、病院会のアク

セスのしやすさなどの社会的な要因が考えられた。 

  

Ｆ．健康危険情報 

  なし 
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